
ヒラメの放射性セシウム濃度を決める要因
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2011年3月の東京電力福島第一原発事故により、
魚類の放射性セシウム汚染が大きな問題となりま
した。底魚類では、一時的に100ベクレル/kgを
超える高い放射性セシウム濃度の個体が出現しま
したが、2012年以降明瞭な減少傾向が認められ
ています。また、濃度が高い個体が出現した一方
で、放射性セシウムがほとんど検出されない個体
も出現していました。このような現象を理解する
ために、ヒラメの放射性セシウム濃度を決めた要
因を調べました。

私たちが研究した仙台湾～常磐海域（仙台湾か
ら茨城県沖まで）に生息・分布するヒラメは6~8
月に水深50m前後の場所で産卵します。ふ化した
仔魚は20~30日の浮遊生活を送った後、全長が
1cm程度になると、水深15mより浅い砂底の成育
場で底生生活を始めます。成育場で半年から1年
間ほど暮らした後、全長20cm程度になったヒラ
メは水深20mより深い場所へと移動します。成育
場では主にアミ類（小さなエビのような生物）を
食べていますが、深場ではカタクチイワシやイカ
ナゴといった小型魚が主な餌となります。

魚類は放射性セシウムを海水と餌から取り込み、
一定の速度で排出します。魚体のセシウム濃度は、
取り込みと排出の差として表れます。今回の事故
以前の調査情報から、ヒラメの放射性セシウム濃
度は餌となる魚の2倍程度、海水の80倍程度であ
ることが知られていました。しかし、今回の事故
後の放射性セシウム濃度は餌の濃度よりも非常に
高い個体が出現しました。これらの個体は、事故
直後数ヶ月間に局所的に流れ出た高濃度の放射性
セシウムを海水から取り込んだものと推定されま
した。また、高濃度海水の出現は短期間でなおか
つ局所的であったため、事故後数か月間のヒラメ
の生息場所によって、放射性セシウム濃度の高い
個体とそうでない個体との差が生じたと考えられ
ます。このような放射性セシウム決定要因に関す
る考え方は、ヒラメの生まれた年と放射性セシウ
ム濃度の関係から裏付けられました。

事故後250日～1,200日に仙台湾で採集された
ヒラメについて、生まれた年ごとに分けて放射性
セシウム濃度を調べた結果、事故前に生まれた群

の放射性セシウム濃度は、事故後に生まれた個体
の放射性セシウム濃度と比べて値が高く、また値
の範囲も広いことが明らかになりました（図１）。
つまり、事故前に生まれていたヒラメのうち、事
故直後に放射性セシウム高濃度海水の影響を受け
た個体の放射性セシウム濃度が高くなっていたと
考えられます。

ヒラメで明らかになった放射性セシウムを決定
する要因は、カレイ類やマダラなど他の底魚類に
も当てはまると考えられます。一方、魚種による
食性、代謝速度、寿命、分布・移動生態の違いが、
放射性セシウム濃度とその減少速度に影響を及ぼ
していると考えられます。それぞれの魚種の放射
性セシウム濃度の変化要因を理解するためには、
魚種ごとの生理生態特性を明らかにしたうえで、
モニタリング結果を解析する必要があります。
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図1仙台湾のヒラメの生まれ年別（2010年～2012年）
の放射性セシウム濃度の推移
各シンボルは中央値を、縦線は測定値の上位5%と
下位5%を除いた値の範囲を表す。
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注）本内容は、「水産庁事業放射性物質影響解明調査」の
成果の一部です。詳細は、「海と魚の放射能汚染」（成山
堂）に掲載されています。


